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いいとこ
a r i m a

   保健だより　　　　　
おげんきですか？

 
　
今
月
の
裏
表
紙
で
ご
案
内
し

て
い
る
郷
土
資
料
館
特
別
展

「
再
鳴
の
別
府
鉄
道
」
。
軽
便

鉄
道
と
い
う
通
常
の
鉄
道
よ
り

も
線
路
幅
が
狭
い
規
格
が
別
府

鉄
道
の
特
徴
で
す
。
小
さ
め
の

客
車
は
「
マ
ッ
チ
箱
」
と
呼
ば

れ
た
り
、
ガ
タ
ゴ
ト
と
走
る
様

子
か
ら
「
ガ
ッ
タ
ン
」
と
呼
ば

れ
た
り
し
て
、
人
々
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
屋

外
展
示
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、

貨
車
が
増
え
て
３
両
編
成
に
な

り
ま
し
た
。
一
般
公
開
は
、
特

別
展
期
間
中
に
発
表
さ
れ
ま
す

の
で
、
郷
土
資
料
館
に
ご
注
目

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
宮
）

写真提供 （宗）良仙寺

▶「秋来ぬと　目にはさやかに　見えねども　風の音にぞ　お
どろかれぬる」朝夕の風にわずかばかり秋の気配を感じるころ
になりました。長居を決めていた夏もようやくその座を明け渡
す決心がついたのでしょうか。昼と夜の天秤が釣り合う秋分を
過ぎれば、少しずつお月様の出番も多くなってきますね。気が
つけば花火のように咲く彼岸花が道ばたを朱色に彩り、蝉時雨
が虫の音の合唱に。「天高く　馬（午）肥ゆる」さて、今年はどん
な秋を見つけましょうか。
▶夏の終わりを告げる風物詩のひとつに「地蔵盆」があります。
８月24日の早朝、まちのあちこちからお菓子を手にした子ど
もたちの元気な声が聞こえてきました。私も子どものころ、ふ
くろにいっぱいもらったのを覚えています。お地蔵さまをきれ
いに飾り、提灯に明かりを灯して、子どもたちの健やかな成長
を願う地域の行事。お地蔵さまを囲んで響く子どもたちの笑い
声、顔を合わせる地域の皆さんの笑顔。そこには、子どもたち
を地域みんなで見守り、育んできた温かなつながりがあります。
時代とともに暮らしの風景が変わっても、子どもたちの幸せを
願う心は変わりません。この伝統を絶やさず守り続けてくださ
っている地域の方々に心より感謝申し上げます。地蔵盆の灯り
が、夏の暁の空を照らすだけでなく、世代を超えて受け継がれ
る地域の絆を、これからも優しく照らし続けてほしいと思いま
す。
▶今年、創立100周年という大きな節目を迎えられた但陽信用
金庫様から、企業版ふるさと納税の制度を活用して500万円の
ご寄附を賜りました。４年前にも同額のご支援をいただいてい
ます。その際は野添であい公園に大型複合遊具を設置する費用
として活用しました。これまでの温かいご厚志に改めて深く感
謝申し上げます。今回の寄附金は、役場の隣にある向ケ池公園
に健康遊具を設置する費用に充てさせていただきます。毎日の
散歩の途中に、子どもと一緒に遊びに行ったついでに、気軽に
身体を動かせる場所としてお使いいただければうれしいです。
これからも無理なく続けられる健康づくりを支援してまいり
ます。
▶「まちをもっと元気にするために」まちづくりに携わるいろ
んな団体や住民の皆さまとタウンミーティングをさせていた
だいています。普段の暮らしの中で感じていること、課題やこ
れからのまちづくりなど、率直な声をお聞きし、語り合い、考え、
力を合わせて、ワンチームはりま2.0で皆さまと共にまちを創
っていきます。

大
型
バ
ス
に
乗
っ
て
、
水
族
館
に
行
っ
た
よ
！

播磨幼稚園

　
待
ち
に
待
っ
た
園
外
保
育
の

日
。
「
カ
メ
さ
ん
に
会
え
る
か

な
？
」
「
お
菓
子
持
っ
て
き
た

よ
」
「
早
く
バ
ス
に
乗
っ
て
行

き
た
い
な
」
と
、
ワ
ク
ワ
ク
ド

キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
登
園
し
て

来
た
子
ど
も
た
ち
。
駐
車
場
に

停
ま
っ
て
い
る
大
型
バ
ス
を
見

て
「
こ
ん
な
に
大
き
な
バ
ス
に

乗
る
の
‼
」
と
び
っ
く
り
し
な

が
ら
乗
車
し
、
車
内
で
は
ゲ
ー

ム
や
ク
イ
ズ
、
歌
を
歌
っ
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　
水
族
館
で
は
大
水
槽
で
泳
ぐ

魚
を
見
て
「
色
が
違
う
ね
」

「
大
き
い
魚
が
い
っ
ぱ
い
」
と
大

興
奮
。
ヌ
ー
ト
リ
ア
の
餌
や
り
の

様
子
を
見
て
「
サ
ツ
マ
イ
モ
や
人

参
を
食
べ
る
ん
や
」
と
真
剣
に
見

て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
魚
や

海
の
生
き
物
を
見
た
り
、
触
っ
た

り
し
て
、
気
付
い
た
こ
と
を
、
目

を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
伝
え
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
、

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
翌
日
か
ら
、
園
内
の
い
た
る
と

こ
ろ
で
水
族
館
ご
っ
こ
を
楽
し
ん

で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

▲魚のウロコ、ザラザラしてるね！

▲お魚さんが近くに遊びに来てくれた！

10月は乳がん啓発月間
『10月18日はマンモサンデー』
乳がんへの関心を高め、１人でも多くの方が自分や周り
の人の健康を考えるきっかけづくりのために、第１庁舎
をピンク色にライトアップします。
10月13日（火）～ 10月23日（金）19時～ 22時

　
一
度
に
多
く
の
薬
を
飲
む
こ
と

で
、効
き
す
ぎ
た
り
、副
作
用
が
起

こ
り
や
す
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。飲
み
忘
れ
た
と
き
の
対
応
は
、

薬
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

事
前
に
、飲
み
忘
れ
た
時
の
対
応
方

法
を
医
師
や
薬
剤
師
に
聞
い
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
薬
は
正
し
く
使
っ
て
こ
そ
、効
果

を
十
分
に
発
揮
し
ま
す
。こ
の
機
会

に
ご
自
身
や
ご
家
族
の
薬
の
使
い
方

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
そ
の
他
に
薬
で
気
に
な
る
こ
と

は
、医
師
、歯
科
医
師
、薬
剤
師
な
ど

　
薬
は
、病
気
や
症
状
を
和
ら
げ
る

た
め
に
大
切
な
も
の
で
す
。一
方
で
、

使
い
方
を
間
違
え
る
と
十
分
な
効
果

が
得
ら
れ
ず
、思
わ
ぬ
副
作
用
に
つ

な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、薬
を
正
し
く
使
う
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

①
用
法
・
用
量
を
守
る

　
薬
に
は「
い
つ
・
ど
の
く
ら
い
飲

む
か
」が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。多
く

飲
め
ば
早
く
効
く
わ
け
で
は
な
く
、

副
作
用
の
危
険
が
高
ま
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

②
自
己
判
断
で
中
止
・
増
減
は
し
な
い

　「
症
状
が
よ
く
な
っ
た
か
ら
」「
効

い
て
い
る
気
が
し
な
い
か
ら
」と
自

分
の
判
断
で
薬
を
や
め
た
り
、量
を

変
え
る
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。治
療

に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。変

更
し
た
い
と
き
は
医
師
・
薬
剤
師
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

③
お
薬
手
帳
は
１
冊
に
ま
と
め
る

　
飲
ん
で
い
る
薬
を
ま
と
め
て
確
認

で
き
る
た
め
、薬
の
重
複
や
飲
み
合

わ
せ
に
よ
る
問
題
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

④
飲
み
忘
れ
て
も
２
回
分
を
ま
と
め

て
飲
ま
な
い

薬と上手につきあおう
～10月17日から23日は「薬と健康の週間」～

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　「
保
健
だ
よ
り
」は
２
カ
月
に
１

回
、偶
数
月
に
掲
載
し
、健
康
情
報

を
お
届
け
し
ま
す
。皆
さ
ま
の
健
康

に
役
立
て
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま

す
。

問
健
康
福
祉
課
健
康
係

☎
０
７
９-

４
３
５-

２
６
１
１

問

わん はりま つこくぱ

ニコニコ笑顔の３人が大好き♡
元気いっぱい大きくなぁれ！！

（パパ、ママより）

新木 杏奈ちゃん、花怜ちゃん、颯太くん
あらき あんな かれん そうた

（本荘）

３歳

１歳
４歳

就労
無料就労出張相談（予約が必要）
15歳～49歳の就労を希望する人
や、その保護者を対象とした相談

日第２金曜日13時〜16時
場総合福祉センター

問あかし若者サポートステーション
☎078-915-0677

若者就職相談
15歳～49歳の就労を希望する人
や、その保護者を対象とした相談

日月～土曜日（祝日は除く）９時～17時
場あかし若者サポートステーション
場サテライト播磨（加古川）

問あかし若者サポートステーション
☎078-915-0677
問サテライト播磨（加古川）
☎079-423-2355

出張ハローワーク（予約が必要）
生活に困窮している人、ひとり親
の人を対象とした就労相談

日 10月14日（水）10時〜12時
場総合福祉センター

申 問健康福祉課地域福祉係
☎079-435-0311

総合福祉センターでの各種相談
福祉の総合相談窓口 日月～金曜日９時～17時（受付時間）

場 総合福祉センター
相 問総合福祉センター総合相談窓口
☎079-430-6000

障がい者相談員による相談
同じような悩みや経験をしている
人に相談したい人のために、障害
のある人またはその家族が相談を
伺います

『ぴあさろん』
知的・発達・精神障がい者相談
日 10月13日（火）13時30分〜15時
場野添コミュニティセンター

申 問総合福祉センター総合相談窓口
☎079-430-6000

身体障がい者（児）相談（予約が必要）
日月〜金曜日９時～17時（電話受付時間）
場総合福祉センター

生活困窮など相談（予約が必要）
家賃が払えない、生活できないなど
生活の困りごとの相談を伺います

日月・木曜日（祝日を除く）
10時～16時
場総合福祉センター

不登校・ひきこもり相談
（予約が必要）
ひきこもり状態にある本人または
その家族に対して、個別の状況に応
じた相談を伺います

日 10月13日（火）
10時30分～12時、15時〜16時45分

［50分程度×４枠］
場総合福祉センター

不登校・ひきこもり家族の会
同じ悩みを抱える家族が集い、不安
や悩みを共有する場です。日々感じ
ていることを話してみませんか

日 10月13日（火）
13時～15時
場総合福祉センター

成年後見相談（予約が必要）
社会福祉士の資格をもつ専門家が
相談に応じます

日 10月８日（木）13時30分～15時
場総合福祉センター 申 問成年後見センター

☎079-435-8801
司法書士の資格をもつ専門家が相
談を伺います

日 10月21日（水）13時30分～15時
場総合福祉センター

播磨町社会福祉協議会での各種相談
心配ごと相談 日 10月６日（火）、20日（火）13時～15時

場福祉しあわせセンター
問播磨町社会福祉協議会
☎079-435-1712

人権
困りごと相談
播磨町人権擁護委員がご相談を伺
います

日 10月８日（木）、22日（木）13時～15時
場福祉しあわせセンター

問播磨町社会福祉協議会
☎079-435-1712

人権相談（常設相談）
日月～金曜日（祝日を除く）
８時30分～17時15分
場神戸地方法務局加古川支局

問神戸地方法務局加古川支局
☎0570-003-110

（全国共通ナビダイヤル）

播磨町人権ホットライン 日月～金曜日（祝日を除く）
９時～17時

問人権推進室
人権やさしいダイヤル
☎079-490-8341

21
広報はりま 8.10

20
広報はりま 8.10

各 種 相 談（無料） 場 面談など相談場所 相 電話で相談できる電話番号 問 問合せ先 申 申し込み先各 種 相 談（無料） 場 面談など相談場所 日 実施日、時間日 実施日、時間 相 電話で相談できる電話番号 問 問合せ先 申 申し込み先


